
 

１１月２７日（月）５、６校時、一般社団法人                

フォースタートから講師として４名の方々にお越                

しいただき、車いすバスケットボール体験を行い                

ました。まず、選手対教職員によるデモンストレ                

ーションを見学した後、車いすの操作を学び、ゲ                

ーム形式で車いすバスケットボールを体験しまし               

た。 

ご指導いただいた３名の選手のうち１名は健常者の方が車いすバスケットボールの

選手をされていました。体験学習後のご講話では「どのようにすれば誰もが一緒に楽

しく過ごせるか」を考え、車いすバスケットボールに取り組んでおられるとのお話が

ありました。 

これまでの授業で、子どもたちは設備面の                  

バリアフリーだけではなく、心のバリアフリ                  

ーについても学習をしてきました。福祉とは                  

「ふだんの くらしを しあわせにする」と                  

いう意味があると言われています。誰もが幸                  

せに暮らせる社会をつくるために、これまで                  

の福祉学習で学んだことを日常の行動につな                  

げてほしいと思います。 

 


